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１．こころ豊かに暮らすということ 
 テクノロジーや企業は何のためにあるのか？それは間違いなく人を豊かにするためである。政府の調
査でも、1980 年代初頭から、生活者が物質的豊かさよりも精神的豊かさを求めていることは明らかであ
る。では、我々は豊かになっているのか？残念ながら、現実は一人あたりの GDP は増加しても、幸福度
や、満足度は増加せず、漸減しているのが現実である (図 1)。 
 今、日本中が、重い閉塞感に包まれてい
る。明治の時代には、ヨーロッパを手本に、
大戦後はアメリカを手本に必死に努力して
きた日本は、先進国の中でも高い GDP(一人
当たり)を生み出し、その頂点に居る。そし
て今、次なる目標を霧の中に見つけること
が出来ないのではないかと思う (図 2)。少
なくとも、明確な地球環境制約が見えてき
た今、従来のような物質的な豊かさを求め
ることはできない、では我慢する方向に向
かうのか? 無論それも不可である。今、
我々が明らかにしなければならないのは、
これからも成長を目指し、こころ豊かな暮
らしを担保すると同時に、それは、厳しい
地球環境に立脚するものでなければならな
いということである。厳しい地球環境下で
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図 1 日本人の幸福度・生活満足度の意識推移
( 内 閣 府  幸 福 度 に 関 す る 研 究 会 資 料
H23.08.29) 
図 2 あたらしい豊かさの価値創出が求めら
れている 
図 3 低環境負荷社会創出のためには淘汰が
必要である 
も、ワクワクドキドキできる豊かな暮らしを提供するために、今何が出来るのか、何をしなければなら
ないのか、解を出さねばならないのである。 
そして、それは間違いなく、淘汰を創出することである (図 3)。快適性・利便性のみを追い求め、地
球環境問題を生み出した結果、第 1 の淘汰が始まった。エコ・テクノロジーの開発と市場投入である。
これによって、少なくとも先進国では、生活者の意識を大きく変えることが出来た。しかしながら、環
境劣化を止めることはできなかった(エコ・ジレンマ)。次の淘汰こそが、「もの」から「こと」へ、そ
して、暮らし方(ライフスタイル)の淘汰である。 
 
２．努力すればするほど劣化する地球環境（1） 
 日本では、今あらゆるものがエコ化してきたと言っても過言ではない。エコを考えない商材は市場に
投入できないのかとさえ思わせるほどである。無論それらの中には、グリーンウォッシュ(環境配慮を
しているように装いごまかしている商材)も含まれているかもしれないが、少なくとも日本では、その
ような商材は市場では受け入れられず、一方、企業の努力は眼を見張るばかりである。例えば、家庭の
エネルギー消費を考えてみれば、1965 年に家庭のエネルギー消費の 22.8%を占めていた電気使用量は
2008 年には約 50%を占めるまでになった(この間、人口の増加は 1.29 倍、家庭のエネルギー消費は 2.2
倍にもなっている)。この電気使用量のうち、エアコンは 25%、冷蔵庫は 16％で両社合わせて家庭の電
力消費の 40%強を占める。一方、エアコンはこの 15 年間で約 4割、冷蔵庫は 8割も効率が上がった。15
年前の約 2 割のエネルギーで冷蔵庫の運転ができるのである。あらゆるものがエコになり、一方では、
生活者の意識は先進国の中でも圧倒的に高く、我々の調査では、およそ 9割の人たちが環境に対して関
心を持っており、7 割の人たちがすでに何らかの行動を起こしているかあるいは起こさねばならないと
考えている。 
このような、エコ商材の市場投入と高い生活者の意識が効果的に働けば、日本では環境劣化が劇的に
改善されているはずなのであるが、残念ながら、家庭部門の環境負荷は増加が続き、1990 年と比較して
も 130％(2010)と最悪の状況が続いている。日本では、人口が減少に入っているにも関わらず世帯数が
増加しているのも事実であるが、これを考慮しても間違いなく劣化は進んでいる。素晴らしいエコ商材
が市場に投入され、生活者の環境意識も高く・・・それなのに何故環境劣化は進むのか・・・これを｢エ
コ･ジレンマ｣と呼ぶことにした。 
今、改めて、エコ・ジレンマの構造を理解し、大きく舵を切らねばならないときである。企業はエコ
商材を市場に投入し、生活者も地球環境に強い意識を持ち、それでも環境劣化が起こるというエコ・ジ
レンマは何故起こるのか。この構造がわからなければ、良かれと思って投入したテクノロジーが何の役
にも立っていない、それどころか、環境劣化を煽っている事さえあるのである。我々の調査では、エコ・
ジレンマが起る構造は 2 つの要素から成り立っていることが見えてきた。1 つは、どうやらエコ商材が
「消費の免罪符」になっているらしいのである。人の心は強くは無い。エアコンの効率が良くなれば、
もう1台寝室にも･･･ テレビの省エネ化が進めばどんどん大型のテレビに･･･ エコカーを購入すれば
つい長距離を走ってしまう。それを煽るように、やっと 2011 年 6 月 20 日廃止にはなったものの、高速
道路週末 1000 円で乗り放題、そして家電エコポイント制度･･･政府が進めているのだからと、ますます
免罪符としての価値は高くなり、結果として環境負荷は増大しているのである。もう一つの要素は、エ
コ・テクノロジーの使い方が説明書にはほとんど書かれていないことである。それどころか、エコであ
るからいくら使っても良いと言わんばかりの表現も散見される。 
ではどうするのか、ものつくりの立場からすれば、選択肢は極めて限定されてくる。それは、テクノ
ロジーがライフスタイルに責任を持つ時代へ舵を切ることである。例えば企業は、目指すライフスタイ
ルを明らかにし、それに必要なテクノロジーを市場に投入するのである。我々は今まで、出来上がった
テクノロジーをどうやって社会に使ってもらうのかを中心に考えてきた。本来、人間らしく生きるため
には豊さが必要であり、テクノロジーはそのためにあったはずである。テクノロジーはあくまでも補機
なのである。ところが、今では、豊かでなければ人間らしく生きられないという定義をつくり、テクノ
ロジー中心の世界、テクノロジーが主役である世界をつくろうとしている、まさに生産優位の原理であ
る。 
 
３. 地球環境問題とは何か？（2,3）  
 エコ・ジレンマの構造を考える限り、改めて地球環境問題とは何なのか、再定義が必要である。社会
科学的な問題を除けば、今、我々はいくつかのリスクを抱えている。それは、地球温暖化に代表される
気候変動、資源やエネルギーの枯渇、生物多様性の急激な劣化、食料や水の分配の問題、急激な増加を
続ける人口である。そして、不思議なことにこれらのリスクの多くが、このままでは 2030 年ころ最大
になり、どのリスクが最も危険かは、最先端科学を総動員しても明確にはできていないのである。少な
くとも、このままでは、2030 年ころ現在の文明崩壊の引き金を引く可能性も極めて高い。そして、地球
環境問題とは、本来リスクとはならなかったこれらをリスクにしてしまった人間活動の肥大化に他なら
ず、この人間活動の肥大化を如何に停止・縮小できるのか、それが今まさに問われているのである。今
我々に求められているのは、人間活動の肥大化を、心豊かに生きるという本質を担保しながら停止･縮
小しなければならないということなのである。 
では人間活動とは何か、その最も小さな単位は暮らしであり、私たちのライフスタイルそのものであ
る。今、私たちが明らかにしなければならないのは、心豊かに暮らせるライフスタイルを見つけ、それ
に必要なテクノロジーをライフスタイルとセットにして創り出すことである。これは、テクノロジーを
どんどん生み出し、ライフスタイルがそれについて行くような従来型の科学技術(全てとは言わないが)
とは大きく異なり、テクノロジーがライフスタイルに責任を持つという、新しいテクノロジーのかたち
なのである。 
 
４．ライフスタイルは変えられるか？ 
現在のライフスタイルの延長線上にこれから創り上げて行かねばならない新しい暮らし方のかたち
はあるのか？ガソリン価格が高騰してもガソリンの消費量は大きく変化しなかった。消費税が上がって
もしばらくすれば、それまでとほとんど同じ暮らし方に戻ったことも事実である。我々の思考や暮らし
方のかたちはイナーシャ(惰性)を伴い、それほど急には変えられないことは明らかである。では、環境
意識の高い日本人が実際のライフスタイルに関して、どのように考えているのか調べてみた。 
その結果、我々は、いつも今日を基準にして明日を考え、そして、将来を考えている。すなわち、フ
ォア・キャステイング視点でライフスタイルを見ていることが明らかとなった。そして、フォア・キャ
スティング視点で考える限り、厳しい環境制約下であっても、ライフスタイルを大きく変えることには
大きな困難の伴うことも明らかとなった。 
ではどうすればよいのか? 今でも、世界中
の人が日本人と同じ暮らしをすれば、地球が
2.3 個必要である。でも地球は一つしかない。
すぐにでも、大きくライフスタイルを変えなけ
ればならない、ではどうやって･･･バックキャ
ステイングで考える必要がある。たった一つの
地球から今を見つめるとどんなライフスタイ
ルが見えてくるのか、これから求める新しいテ
クノロジーの役割はここにある。新しい暮らし
方のかたちがどのようなものであり、どのよう
なライフスタイルをつくろうとしているのか
を明らかにしなければならない時代、テクノロ
ジーがライフスタイルに責任を持たなければ
ならない新しい時代がやってきたのである 
(図 4)。 
 
５. バックキャスティングで考える新しいライフスタイル 4) 
2030 年の厳しい環境制約を考えてみよう。たとえばエネルギーや資源は高くなり、今のように自由に
図 4 環境制約を基盤に考えるバックキャスト
思考はエコ・ジレンマを起こさない 
色々なところに出掛けたり、電気をふんだんに使うことも出来にくくなるだろう。これを今の延長であ
るフォア・キャステイングで考えると、なるべく使わないように我慢することになる。しかし、バック・
キャスティングで考えると、太陽に合わせて人間も街も動いていたり、歩行者中心に考えたら道がくね
くねし始めたり、昔、醤油や砂糖を借りたように、御隣さんが電気を借りに来たり、自動車会社が車の
要らない街を一生懸命考えていたり････そんな、素敵なライフスタイルが見えてくる。こんなライフス
タイルをたくさん創り、多くの方に見て頂き、色々なアンケートを取ることで潜在的に望んでいるライ
フスタイルの要素を見付け出すことも出来はじめた。 
絵が描けたら、そのライフスタイルに必要なテクノロジーを考える。従来型のまずテクノロジーあり
きではない。まずライフスタイルありきの考えかたである。そして自然の中にそのテクノロジーを探し
に行くのである。 
 バックキャストで描いたライフスタイルの社会重要性を調査する中で、生活者の潜在意識も併せて調
査した。その結果、生活者は「利便性」と同程度に「自然」や「楽しみ」を強く求め、続いて、「社会
との一体」「自分成長」を望んでいる結果となった。「自然」はある程度予測できる結果であるが、「楽
しみ」を強く求めるという構造は今後明らかにしなければならない課題である。今我々の周りに溢れて
いる楽しみ、インターネット、ゲーム、映画・・・・、結果はそれとは異なった楽しみを求めているこ
とになる。それは何か、極めて重要な示唆であるように考えている。少なくとも我々が一般に考えてい
るアミューズメントという概念とは異質な何かであろう。 
 ともあれ、バック・キャスティングによってライフスタイルを具体的に描き、そこに必要なテクノロ
ジーをその絵の中から絞り出し、そしてそれを自然の中に捜しに行くのである。 
 
６. ネイチャー・テクノロジー創出システム 1) 
何故自然か？それは２つの理由がある。一つは、自然が完璧な循環をもっとも小さなエネルギーで駆
動しているからである。我々は持続可能な社会を創るために大変な努力を重ねてきたものの、残念なが
ら、理想とは益々乖離している。もう一度原点に返って、この、完璧な循環を創り上げている自然のメ
カニズムやシステム、そして、その社会性(淘汰やコミュニティーなど)までをもサイエンスの目で観、
テクノロジーとしてリ･デザインする新しいテクノロジーのかたちを考えてみる必要がある。 
どうしてアワビの殻はあれほど強度があるのか？ どうして、マグロは高速で泳ぐことが出来るの
か? どうして森の中では心が落ち着くのか? どうしてヤモリは凸凹でもつるつるの天井でも自由に
走り回れるのか? どうして、魚や鳥の群れはリーダーが居ないのにあれほど整然と移動できるのか？ 
こんなことが解れば、全く新しいテクノロジーの世界が広がってくるのである。 
ただ、残念ながら、例えば生物学や地学をテクノロジーの視点で見ることは、学問としてもまだ未熟
で、そこには当面、両者をつなぐ通訳が必要であり、あるいはデータベースの充実が強く望まれている。 
もう一つの理由、それは 18C イギリスでの産業革命の成功は自然との決別であったという事である。
地球環境問題の多くがテクノロジーの発達に負っているのは事実であり、改めて、そのテクノロジー発
達の歴史を考えて見る必要がある。現在の地下資源型テクノロジーは、18C 後半から始まったイギリス
での産業革命を契機としたものであることに疑う余地は無い。そして産業革命の成功は大量生産・大量
消費を生み出したのである。産業革命の定義はいくつかあるが、そのもっとも大きな一つは、「テクノ
ロジーが庶民のものになる」ことだと思う。それまで、テクノロジーは、戦争のため、王様や貴族階級
の人たちのためだけに開発されてきた。では日本で、テクノロジーが庶民のものになったのはいつごろ
だったのか、それは、イギリスでの産業革命の 100-150 年も早く江戸を中期に興っていたという 8）。多
くのテクノロジーがカタログ販売され、誰でもそれを買い求めることが出来たそうである。しかし、日
本ではそれら最先端テクノロジーが大量生産大量消費につながらなかった。では、イギリスでの産業革
命との差は一体どこにあったのだろうか。例えば江戸時代の高度なカラクリの一つである｢弓曳き童子｣
は、鯨の髭で作られたゼンマイを使い、4 本の矢を 1 本づつ弓につがえ射って行く、そして、的をはず
すと、実に悲しそうな申し訳なさそうな顔をする。これほど高度なカラクリ技術はどこで使用されてい
たのだろうか、実は見世物小屋だった。見世物小屋で｢弓曳き童子｣が弓を引く、的を外すと、次は当た
れと手に汗握って多くの観衆が楽しんだのである。本居宣長が、「もののあわれ」を、「見るもの聞くこ
とのなす業にふれて、情（こころ）の深く感ずること」と、表現した 7）。すなわち、他に自我を写し、
客観化することで自己表現をするということであるが、弓曳き童子に自分たちの感情を移入して大いに
楽しんだのであろう。(このような思考は現在でも、アニメやロボットの世界で明らかに継承されてい
る)  
イギリスでは、テクノロジーの庶民化が大量生産大量消費を生み出したのに対し、日本では、大量生
産に向かわず、エンターテインメントを煽る、まさに精神欲を煽る方向に進んで行ったのである。まさ
に、私たちが今進まなければならないことをすでに鎖国が続いた江戸時代には経験していたとも言える。
そして、このような文化が｢江戸の粋の概念｣を生み出したのである。 
一方では消費へ、一方ではエンターテインメントへ向かう事になったこの差はどこにあったのだろう
か。それは、自然観の捉え方にあったようである。イギリスでの産業革命成功の原理は、自然観との決
別、すなわち人間が自然を奴隷のように扱うことが出来るという原理に基づいていることを、デカルト
5)）やベーコン 6)が明らかにしている。
一方、日本では自然との決別など出来
なかった。地面は揺れ、雨が降れば龍
神の住む川は暴れ、緑はあまりに強く、
人を襲ってくる、そんな日本では、自
然は人の足元などにはあらず、我々と
同じ目線かあるいははるかに高いと
ころにあったのである。歴史家の A.J.
トインビーは、のちに、産業革命以降
の科学技術が世界を席巻したが、精神
的な部分では大きな空白を残してい
ると言った 8）。日本での産業革命は、
まさに精神欲を煽るテクノロジーが
創り上げた粋な文化なのである。 
自然のすごさを賢く活かす、そんな
テクノロジーをネイチャ ・ーテクノロ
ジーと呼ぶことにした。(図 5) 
 
７. ネイチャー・テクノロジーで生まれてきた「かたち」(9) 
快適な生活を維持するためにはエアコンは不可欠である。その効率を高めるためヒートポンプの改良
は限界に近づき、生活者の動きを感知して局所空調が始まり、効率を下げないように自動クリーニング
機構が装着され、省エネ化はほぼ限界に近づいてきた。次は、水の抵抗を小さく出来るザトウクジラの
ヒレ（ヒレのコブ）のメカニズムを利用して、あるいは風に乗って舞い降りるプラタナスの種子の形状
を真似してエアコンのファンの形状を工夫すればより効率的なエアコンが生まれるかもしれない。ただ、
どれほど効率的になっても、やはり電気は使い、装置を造るための資源やエネルギーが必要なのである。
これでは本質的なライフスタイルは変わらないのだと思う。エアコンの機能は、室内の温度湿度をはじ
めとする空気質を制御する「こと」である。ならばエアコンという｢もの｣に頼らなくても良いはずであ
る。 
自然のドアをノックするとサバンナ地帯のシロアリの巣が見えてくる、昼間は 50℃、夜は 0℃近くま
で下がる外気の中で、巣の中の温度は 30℃を保つ。この巣をつくっている｢土｣には 10 億分の数メート
ル(ナノメートル)の孔が無数に開いていて、これが温度や湿度を調整してくれる。実は、どのような｢土｣
でもこの孔(粘土鉱物の凝集構造)を持っており、この土の構造を壊さないように固めることで無電源の
エアコンが生まれた。ネイチャー･テクノロジーは、自然に学び(バイオミメティックス／ジオミメティ
ックス)、コミュニケーションを誘発し、愛着を呼び起こす、簡にして明なるテクノロジーなのである。 
いつもピカピカ光っているカタツムリの殻をリ･デザインして生まれた、汚れがつき難く取れやすい
表面はキッチンやビル外壁で使われ始めた。熱を運び、はじけるときに超音波を出して汚れを落として
図 5 ネイチャー・テクノロジー創出システム 
くれる泡を使った水の要らないお風呂は入浴の概念を変えるかもしれない。もっとも低速で滑空できる、
トンボの羽の凸凹が弱い風を見事に捕らえることもわかってきた。そよ風専用の風力発電機も生まれそ
うである。ブラックボックスのないテクノロジー達である。 
もう一つ付け加えたい、快適性や利便性を求めるだけでは充実感や達成感、満足感は得られない。ほ
んの少しの我慢や不自由さを楽しみに工夫することで充実感や満足感が得られることも多い。これもテ
クノロジーの役割であり、テクノロジーが本来持っていなければならない倫理観を失ってはならないと
思う。そして、それができるのは、自然観をいまだにしっかりと持ち続けている日本人ではないのかと
も思っている。 
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